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１．はじめに

　女子教育や成人女性のための教育および

社会参加の拡充のためには、教育・学習へ

のアクセスが保証されることが必要である。

そしてそのような機会や整備の上に、就学

の定着のためには個人・家庭や社会にとっ

ての教育の意味が求められる。したがって、

政府に限らず、国際機関や NGO をはじめと

する教育および社会開発を目的に活動する

団体は、条件整備に加えて、教材開発など

教育内容の拡充を行っている。

　イスラーム諸国の多くが発展途上国に分

類されているものの、女子教育の拡充およ

びジェンダー格差の解消が重要であること

が自明となっている今日、それらの国々に

おける教育と社会状況が改善されているこ

とが分かっている。例えば、『EFA グローバ

ルモニタリングレポート 2008』では、イス

ラーム諸国が大半を占める南・西アジア地

域において初等教育へのアクセスに関する

ジェンダー格差が、1991 年から 1999 年お

よび 2005 年との比較で、どの地域よりも改

善され、女子教育が盛んになっていること

がうかがえる（ユネスコ 2007, 20-21 頁）。 

　しかし、個人や社会にとって意味のある

開発のための教育内容が必ずしも普遍的で

はないことがイスラーム教徒（ムスリム (1)）

の求める「教育」から垣間見ることができる。

ムスリムにとっての教育の本質的な目的は、

ムスリムとしての正しい成長であり、国家

による国民教育や、卒業・進学資格を取得

するための教育、技能を身につけるための

教育、近年盛んな市民性教育 (2) などとは性

質が異なっている点が指摘できよう。また、

イスラームの教義においては女性が学ぶこ

と、知識を求めることを否定していないに

もかかわらず、女子・女性には教育は不要

であると捉える地方も少なくない。学校教

育における女子の定着率が低い地域と宗教

的に保守派の多い地域が重なることから、

宗教が女子教育のアクセスを阻害するもの

と単純な因果関係として取り上げられるこ

ともある。

　そこで本稿は、ムスリムが国民の大半を

占める国の中でもバングラデシュを取り上

げ、ムスリム女性の教育へのアクセスおよ

び求められる教育内容を提供する NGO 活動

の背後にはイスラーム教義が基盤として共

有されていること、そして現地 NGO による

ノンフォーマル教育における内発的発展観

について検証する。なお、過渡一般化の危

険性に対する繊細さを伴い、国内における

地域差・多様性による議論の限界を認識し

た上で、現地 NGO の事例を扱いたい。

　以下では、まず近年の教育開発における

女子教育の位置づけを確認した後、イスラー

ム教育とジェンダーについて先行研究のレ

ビューを行い、ムスリム女性の教育と社会

参加に関する要点をまとめる。そして、バ

ングラデシュにおける女性の社会的指標の

向上を概観し、教育 NGO の活動を事例とし
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て取り上げ、それを下支えするイスラーム

思想を現地の宗教教育学者の論拠をもとに

記す。最後に、イスラーム教義における教

育に関する概念には、男女とも平等に自ら

知識を求め学び続けることに加え、子ども

たちには教育機会を与えることを義務とし

ていること、ムスリムにとって知識は実践

されて価値があるとされることから女性の

教育・社会参加を促進する活動は教義の解

釈によって確立していることを明らかにす

る。そして、現地 NGO の活動の背後に存在

するのは、途上国が不足や不利という環境

下にありそれを解消することが開発である

という単線的ではなく、現地の文脈で自ら

が求める多元的な内発的発展観であること

を記す。

２．ムスリム女性にとっての教育

（１）イスラーム教育

　イスラームとは自分自身を神に引き渡し、

絶対帰依することを意味する。ムスリムは、

唯一神アッラーとその使徒であるムハンマ

ドを信じ、神の言葉を記した聖典クルアー

ン（コーラン）とムハンマドが人間として

語った言葉や行いが記録されたハディース

に従って生きることになる。神によって世

界と人間は創造され、ムスリムにとっての

現世とは、本物の人生である来世のために

課されたものであり、現世で死ぬときには

最後の審判を受け、行ってきた善行と悪行

が精密に秤にかけられ、その結果により天

国または地獄へ送られるものと信じられて

いる。そのため、ムスリムは神をおそれ、

感謝し、現世における生き方を正す努力を

している。

　クルアーンが書かれている言語であるア

ラビア語では、教育とは元来、知識、発

達・成熟、身体的および社会的に健全な

成長といった意味で捉えられ、しかし同

時に、学校教育、教授、訓練、指導、躾と

いう言葉の区別はない（Halstead 2004, 

p.519-522）。知識とは、神自身の特質であ

り、すべて神から与えられるものであると

ムスリムは捉える。そして知識について特

徴的なのは、知識は行動に移して初めて生

きるという認識であり、知っていても実践

しない場合は、その知識は役に立たないも

のとされる。また、知識を得るためには遠

く中国まででも行け、ゆりかごから墓場ま

で知識を求め続けよと説く。このことから、

ムスリムの求める教育は教科の知識でなく、

イスラームの枠内とはいえ、学校の教育以

外およびその期間後も続く生涯学習と全人

教育的視点を持つことがわかる。そして神

の前の平等と社会的弱者に対する支援を奨

励することから、所属する社会や共同体と

の関係性も重視し、相互扶助の発想を教義

に持つ。

　イスラーム教育において保護者が求める

教育内容は、原則としてムスリムとしての

成長を目指したものである。ムスリムの親

は一般的に、その子どもに対する教育に熱

心で、宗教上の義務であると捉えている。

また近年グローバル化による多様な情報の

流入がムスリム規範を妨げると危機意識を

持った保護者は、道徳的な大人に育ってほ

しいと願うようになっている (3)。モロッ

コ、イエメン、ナイジェリアの 3 国で現地

調査を行った人類学者 Boyle（2007）によ

ると、クルアーンの内容は生涯をかけて理

解し実行していくものであるから、まず記

憶することが重視され (4)、親もそれを求め、

学習者にとっては神の言葉を具現化する

（embody）プロセスとなり、結果的に公教育

が不足する場合のオルタナティブを提供す

ることになる。また、記憶することだけで

は学習は完結せず、記憶した内容は人生の

指針となり、生涯をかけて実践していくこ

とに意義があるとする。ムスリムの伝統的

な学習方法を分析する Berkey（2007）も同

様に、記憶することは道具であって、それ
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で終わりではないことを示唆している。

（２）教育機会の均等と学校内外の教育

　ユネスコによると、全世界で学校へ行っ

ていない子どもたちは 7200 万人と推計さ

れている。7 億 7400 万人の 15 歳以上の者

は基本的な識字能力を持たず、世界の成人

人口の五分の一を占め (5)、その 64％は女

性である。また、その基本的な読み書き能

力を身に着けた後の継続的な教育の機会が

ないことを原因に、自らの生活改善などへ

の行動を取ることができない「機能的非識

字」が問題とされ、その男女格差が大きい

ため、取り組むべき課題とされている（ユ

ネスコ 2007, 14-16 頁）。しかし現実には、

へき地における学校や教室の不足などの物

理的制限や、地域の伝統や風習などの文化

的、社会的要因によって女子・成人女性の

教育機会は制限されている地域も少なくな

い。そのため、学校や教室の建設に限ら

ず、建物の存在しない場所でも学習機会を

確保し、その社会状況に柔軟に対応しうる

ノンフォーマル教育などの取り組みの重要

性が再認識され、活動が盛んになっている

（Rogers 2004）。

　「非識字はムスリム世界を悩ませる問題の

根本の一つである」(6) と言われるが、イス

ラーム世界における学校形態で教育機会を

保証している場の一つにマドラサがある。

世界的にマドラサは近年、宗教科目に加え

て普通学校が教える教科の他、外国語、コ

ンピュータなどを取り入れており、保護者

からの支持も高くなっている。バングラデ

シュのマドラサに主に着目し、現地調査を

重ねた日下部（2003, 2007）は、住民のイ

スラームに対する意識の強弱を地域差で捉

え、地域によって異なるベンガルイスラー

ム世界の多様性を記している。例えば住民

のロジックとして、マドラサまたは普通学

校に子どもを通わせることによる経済的効

果を、自身の宗教的義務とイスラームの権

威性への配慮との兼ね合いで住民は捉えて

いることを指摘する。バングラデシュにお

いては、学校設置者として普通学校と同様

の教育内容を提供することに注力するマド

ラサも増加傾向にあり、また、公教育以外

にも学習機会とその質は幅が広がり、ノン

フォーマル教育としてイスラームを学ばせ

る保護者も多いことが近年明らかになって

いる (7)。

	

（３）ジェンダーをめぐる解釈

　モーゼ、キリストなどに次いで最後の預

言者であったムハンマドがクルアーンに依

拠して解説や行動した内容をまとめたもの

がハディースと呼ばれ、ムスリムにとって

の具体的な行動規範となっている。教育に

関連するハディースでは、ムスリム男性も

女性も物事を知ろうとする努力を義務とす

るものが多く言及され、男女平等である点

が強調されている。

　ただし、平等とは男女は必ずしも対等で

あるという考え方ではない。服部（2001）は、

インドネシアの女子校を事例に、女子教育

の意味と変容を、イスラームにおける男女

平等の前提と生来的にある性役割の両側面

から説明している。すなわち、神からの報

酬と罰は男女とも平等であるが (8)、それは

西洋的な自由や進歩とは全く同じではなく、

他方、男女の役割は身体的にも定められて

いるのであるから、本質的にすべての面で

対等というわけではないという捉え方であ

る。

　湾岸諸国における女性と教育および社会

の関係を記した研究では、その地域の発展

を阻害する最大の課題は技術的および経営

的技能の蓄積が欠落していることで、さら

に教育と職場の両者において女性に課され

る制限によって状況が複雑化しているとの

指摘もある。ただ、それも 20 世紀になり

外国企業や制度の影響により、かつてのよ

うな女子への教育はイスラームの価値観に
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とって脅威であるという捉え方も不変では

なくなった（Bahgat 1999, p.133）。King

（1987）は、世界宗教ではほぼ普遍的に女性

は教育から排除されてきたが、近年の批判

的問題認識が宗教実践と指導の再発見の場

を女性に与えると同時に、女性研究者が近

代宗教研究領域 (9) において高い貢献を行っ

ていることを指摘する。さらに、宗教教育

を担う女性教員が、宗教研究の近年の知見

を教育実践に取り込むようになってきたこ

とも評価する。

　イランの人類学者 Mir-Hosseini（1999）

は、自ら宗教指導者や法学者と対話を繰り

返すことによって、人間の営為の中でシャ

リーア（イスラーム法）を適用する際に生

じる、本来的目的からの乖離として、ジェ

ンダーの課題を浮き彫りにした。そして、

その解釈によって幅広い捉え方が可能であ

ることを示している。つまり、シャリーア

におけるジェンダー不平等としてヒジャー

ブ (10)、離婚、一夫多妻制を挙げ、例えば

13 歳で嫁に出された女性が婚姻条件を契約

の中に明記できないこととそれが自らの文

化的背景としてシャリーアから切り離すこ

とができない点を指摘し、「女性は男性が所

有する、男性のための存在である」という

暗黙のテーゼに賛同する男性たちが女性を

低い地位に追いやり続けることを示す。し

かしながら彼女は、ジェンダー課題に対す

る男性の取り組みが増えている点を評価し、

法学者であっても変化が大きい現代社会に

応じる解釈によって、現実的な対応が可能

であることを記した (11)。ただし、男性優位

の社会において、そうした試みは評価され

にくいことも記している。ファクレジャハ

ニ（2006）もイラン女性の訴えにより国内

のシャリーアを変える可能性について言及

し、また女性の社会進出について公正な国

家では夫の利害に反しないため女性は職を

得やすいという国家による保護の論理を紹

介している。

　このようにイスラームにおけるジェン

ダーの課題は、他地域からの情報流入と域

内における多元的視点の増加というグロー

バル化の影響によってムスリムの中でもよ

り多く扱われるようになり、そのための根

拠となる教義の解釈の幅が広がっているこ

とがわかる。ただし、ムスリム個人は神と

信仰（契約）によって直接結びつくため、

個人差を含めた多くの考え方と行動が存在

し、容易に一括りにできないことも留意す

べきである。つまり、個人レベルでは今日

でも伝統的にシャリーアの「普遍的」解釈

によって統治される社会が最高の社会であ

るという立場を取る者から、ハディースを

再解釈することによって近代化による利益

も享受しつつイスラームを捉え直そうとす

る者もいる。「イスラームのさまざまな発

現形態は、コーランの言葉の解釈学的展開

の軌跡に他ならない（牧野 1996, 187 頁）」

ため、イスラームにおけるジェンダーの課

題も大きな解釈の余地と同時に、可能性を

持つといえよう。

３．バングラデシュの事例

　世界の非識字者のうち 4 分の 3 以上が 15

か国に集中しており、そのうち 8 か国（バ

ングラデシュ、ブラジル、中国、エジプト、

インド、インドネシア、ナイジェリア、パ

キスタン）は E9（世界で特に人口の多い 9

か国）と重複する。それらの国々では人口

増加が続いていることから、非識字者の絶

対数も大きい。ここではそのうちの一つ、

バングラデシュを取り上げ、女性の社会参

画を促進する地元 NGO の活動とそれに対す

るイスラーム教義の影響を見ていく。

（１）バングラデシュにおける女性の社会的

指標の向上

　バングラデシュでは国際機関や NGO など

バングラデシュ政府以外のステークホル
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ダーよって様々な人間開発の取り組み、特

に女性に関する社会状況を改善するプログ

ラムが実施されている。それにより、EFA

以降、教育分野における社会指標でみる

と、バングラデシュの男女格差は大きく縮

小している。例えば、村山（2006）が『人

間開発白書』のデータを用いて示すとお

り、初等教育における男子 100 に対する女

子の総就学比率は、1991 年に 83 であった

のが、2000 年には 96 に上昇した。中等教

育では 2000 年には在学する女子生徒の割

合が 52％で、男子を上回っている。『Human 

Development Report 2008』では、南アジア

における初等教育の総就学率がインド（男

子 100：女子 94）、パキスタン（同 100：

76）に比べ、バングラデシュは高く（同

100：103）、中等教育段階では、インド（同

100：80）、パキスタン（同 100：74）、バ

ングラデシュ（同 100：103）の中で、バ

ングラデシュではジェンダー格差が小さ

く、総就学率では女子がいずれも男子を上

回っている（United Nations Development 

Programme 2007）。 

　だが、バングラデシュの教育におけるジェ

ンダー格差が減少した背景は、国際社会か

らの要請とバングラデシュ政府のイニシア

ティブが主たるものではないとも言える。

確かにドナー等からの圧力もあり、政府は

ジェンダー平等に関する法律を策定してい

るが、その法律の定める状態と農村社会の

現実の間にある乖離は大きいのが現状であ

る (12)。そのため、法律を含めたジェンダー

平等に関する政策が、人々の生活に直結し

ているとは言いがたい。 

　女性指標の向上の主な要因は、「援助の実

験場」と呼ばれるバングラデシュでは例外

なく非政府系イニチアチブが作用した結果

である。すなわち、バングラデシュ政府の

政策より NGO などが推進する農村女性を対

象とした社会発展を目的とする支援活動に

起因するところが大きく、そのプロセスに

おいて「ノンフォーマル教育サービスを提

供する多数の NGO の存在が欠かせない（村

山 2006, 21 頁）」ためである。例えば、マ

イクロクレジットや養鶏などの収入向上プ

ログラム、識字教育などの教育プログラム

活動が、女性の社会参加と、その社会的容

認に大きな役割を果たしているのである

（Yunus 2007）。

　では、女性の社会参加を推進するプログ

ラムを運営する NGO、あるいはそれにかか

わる人々の意識は、イスラームとどう関係

するのだろうか。欧米の NGO が植民地時代

のキリスト教の布教、慈善活動を基盤とす

るように、現在でも世界的に活動している

国際 NGO には、キリスト教の理念にもとづ

く動機を持つものが多い (13)。日本の NGO に

もキリスト教や仏教などの宗教理念にもと

づいて活動する団体も多く、インドではキ

リスト教・ヒンドゥ教を基盤とする団体の

存在も認められている。現地 NGO も同様で、

例えばスリランカの巨大 NGO「サルボダヤ

運動」はガンディー主義と仏教を活動の理

念とし、タイ北部の山岳民族を対象とした

NGO 活動は、当初はキリスト教布教と強く

関連していたが近年は伝統的な先人の知恵

や精神にもとづいた活動を行っている。こ

のように、それぞれの宗教概念による NGO

活動の動機付けを共通とした場合、バング

ラデシュにおける地元の NGO 従事者たちは

ムスリムの場合がほとんどで、その中には、

社会的弱者の権利を保証し支援する活動指

針と、平等と弱者救済などのイスラーム教

義とを重ね合わせて捉える者も多い。次節

では、イスラームが開発の活動における理

念的根拠となり、その活動を下支えしてい

ると考えられる地元 NGO の事例について記

す。

 

（２）事例：ダッカ・アーサニア・ミッション

　ダッカ・アーサニア・ミッション（Dhaka 

Ahsania Mission：DAM）は、バングラデ
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シュ国内でノンフォーマル教育活動を主と

する最大級の NGO であり、国内だけでなく

ユネスコなどの国際機関からも高く評価さ

れている (14)。DAM が実施しているコミュニ

ティ学習センター (15) の活動は、モロッコ、

エジプト、イラク、シリア、イエメン、ア

フガニスタンなど他のイスラーム諸国でも

ノンフォーマル教育モデルとして広く応用

されている。コミュニティ学習センターで

の識字教室などの活動や、女性と児童の人

身売買被害者の保護と社会復帰プログラム

などを通して、DAM は女性の権利の保証と

エンパワーメントを推進している。プログ

ラム参加者における女性の比率は、識字教

室ではほぼ 100％、青少年層向けプログラ

ムでは約 65％、子ども向けプログラムで

約 50％にのぼる（Dhaka Ahsania Mission 

2008）。その他に、教材やキャンペーンを通

した女性への性的暴行・暴力の防止、人身

売買の禁止、ダウリー (16) の禁止、児童婚

の禁止など、女性の保護と権利の保証をす

るための意識改革などの活動に取り組んで

いる。 

　DAM の設立時（1958 年）のモットーは「神

と人道的な奉仕（Divine & Humanitarian 

Service）」であった。創設時に設定された

7 つの活動目的には、「人間社会全体での社

会的、精神的生活の向上」や「創造主と人

間を含む創造物の関係を学ぶ」、「その中で

人間としての義務を認識する」ことなどが

含まれている (17)。したがって、当初は社会

開発支援の団体としてよりもイスラームに

沿った社会奉仕の役割が想定されていたこ

とが伺える。

　バングラデシュ独立期の 1970 年代に、

DAM の運営は転換をむかえ (18)、教育・社会

開発を主目的とする団体となった。そして

その過程ではイスラームを中心とした活動

方針の理念的整備を行ってきた。例えば、

DAM では、そのモットーと目的にある「精

神 的 向 上（Spiritual Development）(19)」

の要素を、バングラデシュ国内外において

より一般的に理解されやすい「倫理的規範

や価値」に読み替え、発展させつつ、社会

的弱者の支援と自立を促す活動を行うよう

になった。

　この「精神的向上」については、バン

グラデシュの宗教教育学者 Khan（1986; 

1999）(20) が記した『Qur’anic Principles 

of Education』に詳しい。Khan は、クルアー

ンの「必ず汝ら、一層また一層と渡り歩く

であろうぞ（84 章 19 節）」(21) を引用しつつ、

人間の成長・発達には、「身体的・物質的」、

「知的・心的」、「精神的・霊的」の３つがあり、

それぞれが相互に関連しているとする。そ

して教育とは、アッラーへ仕える者として

の現世における役割を果たすため、身体的・

知的・精神的に成長する必要から生じる行

為であり、現世での基本的ニーズ（衣食住、

愛情と知的好奇心、来世に向けての現世で

の精神的修養）を満たすものであるとして

いる。したがって、学ぶこととは、生きて

いくために衣食住を満たし、生計を成り立

たせることに加え、家族や他者と共存して

いくための知恵や知識のみでなく、ムスリ

ムとして振る舞い、来世で天国に行くこと

のための人格的修養も含んでいるとする。

そして、男女の区別なく精神的な向上のた

め学び続けることが奨励されている。

　日常の活動にあたり、すべての関係者が

このような理念を常に意識しているわけで

はないが、地域社会の開発や識字教室の運

営に従事しているメンバーやボランティア

に、活動にかかわる理由をたずねたところ、

アッラーの思し召しに従ったため、女性ボ

ランティアの場合は自分が学んだように他

の女性が家の外の世界を知ることを助けた

いためといった理由が多かった (22)。これら

から、イスラームを意識していなくとも、

クルアーンおよびハディースに述べられて

いる様々な生活上の規範、日常生活におけ

る学びと成長の意義が、ムスリムの中で教
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育や社会活動に結びつけて考えられ、活動

の従事者および学習者の双方が積極的にか

かわる要因のひとつとなっていると言える

のである。 

４．おわりに：複線的な発展観への示唆

　本稿では、イスラームにおける教育の捉

え方、ジェンダーについて解釈が多様化し

ている様子、バングラデシュにおける NGO

の援助活動が教義に支えられ、女性をエン

パワーする側面があることを見てきた。事

例で見られた活動動機のイスラームへの帰

着は、イスラームが求める規範意識を背景

にした「社会的に望ましい」傾向を持つ、

いわば模範解答に過ぎないと見ることもで

きよう。そのため、NGO スタッフや活動へ

の参加者が持つ本音や本人たちが気づいて

いない動機についてより細かい観察と調査

が今後求められる。

　しかし、本稿は、1958 年という国際的援

助動向が強まる以前から活動を開始した団

体が、まず活動従事者および参加者にムス

リムとしての成長を目指した活動機会を提

供していたことは、注目に値することを示

した。その団体は、開発が意識される時代

になっても、基本は変わらずとも、より一

般的な解釈を加えて裾野を広げることで、

外生的ジェンダー・ニーズに対応した。イ

ンドネシアでは社会変化に伴って、これま

での法解釈を変えることにより近代化とイ

スラームが矛盾しないと理解し、クルアー

ンやハディースの普遍的解釈から離れ、時

代の文脈に合わせて再解釈され続ける必要

があるという方へ思想が転換したことに

よって、ムスリム女性に対する教育の機会

は開かれた（服部 2001, 90-91 頁）(23) が、

バングラデシュにおける本稿の小さな事例

では教義をより一般的に倫理規範に解釈す

ることにより女性の参画を奨励する素地を

作ったのである。

　このように長い活動の歴史を持つ現地

NGO による宗教理念を基盤とする社会発展

のあり方は、内発的発展と呼ぶことができ

よう (24)。これまで、発展途上にある国や村

では、資源が不足しているという捉え方や、

特定の集団や個人が不利な環境下にあると

いう見方が開発協力の分野では強かった。

前者の立場による開発協力とは、不足して

いるがゆえに現地のニーズを特定し、それ

を満たすことで、すべての国や村が目指す

べき発展を達成できるという単線的な発展

観を伴っていた。ジェンダー・ニーズを把

握し、それを満たすことが開発目標であっ

た。他方、後者の立場では、不利な状況下

の人々や地域をエンパワーすることで自立

させること、フレイレ（1979）の言葉を借

りるなら「意識化」させ解放させることに

つながり、しかしながら解放の過程は普遍

的であった。女性は差別を受け、不利な立

場にあるので、その不平等を解消すること

が発展へつながると考えられた。

　それら 2 つの立場がビフォア‐アフター

という二元的な発展観を共通とするのに

対して、Rogers（2004）は、近年のノン

フォーマル教育の言説における発展観には

普遍的な方向性ではなく文脈化された各々

の目指す方向性を重視する多様な開発が求

められていると指摘する。ジェンダーの課

題において、すべての女性を一つの集団と

見なすのではなく、女性の集団（時に個人）

内および間における差異を重視し、自らが

求めて参画するより文脈化された形態がノ

ンフォーマル教育の持つ柔軟性の強みであ

るためだ (25)。例えば、山田（2004）が示

したとおり、普遍化された外生的カリキュ

ラムが現地の文脈に対して適切性が低くな

る状況は、単線的な発展観を前提としたも

のであることがわかる。そのためイスラー

ム学校を制度内に包摂する試みや多重性を

確保することが重要になろう（山田 2004, 

10-11 頁）。
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　たしかに、一般的には近代化を求める憧

れや動きは多く発生し、ムスリム女性の間

においても地域差や世代間の差などがある。

だが、女性の教育と社会の参加について内

発的発展を捉える際、彼女たちが単に不足

している環境下にある、あるいは不利な立

場にあるという判断ではなく、自らが求め

る多様な発展の方向性を確保することが求

められる。さもなければ、かつてイスラー

ムの学びは男女とも平等であったのが、学

校教育や大学というシステムが普及するこ

とによって男子が優先されるようになった

（King 1987, p.45）例のように、単線的な

近代化によって不平等がさらに生じること

があるためだ (26)。現状では、男性優位に解

釈されがちなシャリーアと国民国家として

の統治システムが並在するバングラデシュ

社会においては、様々な男女間の不平等の

前提が女性の意志を低下させている (27)。そ

のような規範にもとづく行動様式が長年蓄

積された社会では伝統や教えによって男女

間における社会条件の不平等が正当化され

がちである (28)。また、権威主義的ポピュリ

ストによって教義に従った規範が生まれや

すい現代において（アップル 2009）、宗教

ナショナリズムが一般の家庭においては国

家の民主主義や経済よりも自らの周辺環境

を優先させる傾向が見られる（Friedland 

2001）こと、また、イスラーム途上国にお

けるガバナンスに対する不信感を理由に政

府による支援よりもイスラーム組織による

支援を好む傾向が増加している（Davis & 

Robinson 2009）ことから、現地 NGO の持つ

柔軟さと共有する教義を基盤とする活動へ

賛同する者がバングラデシュ女性の権利保

障と社会参加を促進する可能性を高め、特

に Mir-Hosseini（1999）が指摘したように、

男性の賛同者に対する評価が高まることで、

その可能性はさらに高められるだろう。

　国際教育協力における計画的な外部資源

の投入が「持続可能性」を確保するよう本

来デザインされているにも関わらず地元社

会の持つ暗示的な資源を浪費したり、外発

的発展がいかに道具的動機付けによるもの

で地元の不平等や不公正を強化したなどの

報告へ問題関心が高まる中、イスラーム諸

国における教義を基盤とした発展観はより

丁寧な手法を用いて研究されるべき対象で

ある。今後の研究課題としては、事例にお

ける解釈についてのより深い観察と分析、

「持続可能性」の運用・管理面について資金

などの資源の状況に関する調査、そして近

隣イスラーム諸国や地域との比較が挙げら

れる。

注

(1) 本来、イスラーム信徒の男性をムスリム、女

性をムスリマと呼ぶが、本稿では両者を指す場

合、より一般的な「ムスリム」とし、後者のみ

を扱う場合は「ムスリム女性」で統一した。

(2) 市民性教育には多文化主義や価値の多様性

を扱うものも多い。だがムスリムの子どもを、

宗教を教える前に市民性を教える環境に置く

ことは、イスラームのタウヒード（神の唯一

性）原則を理解できないなどの危険を伴う

（Halstead 2004）。

(3) 宗教系学校と進学する生徒数の近年の増加

はそれを裏付けている。例えば、トルコ共和国

においても、宗教教育が充実していると捉えら

れているイマーム・ハティプ校への生徒数は増

加傾向にある（Milli Eğitim İstatistikleri 2001 －

2009）。

(4) 宗教学校であるマドラサの教育学的特徴は

暗記が主な学習方法として取り入れられてい

る点である。

(5) United Nations Educational Scientific and 

Cultural Organization (n.d.) Literacy Portal, 

[http://portal.unesco. org/education/en/ev.php-

URL_ID=53553&URL_DO=DO_TOPIC& 

URL_SECTION=201.html]（2008/6/1 閲覧）

(6) Tavernise, S. (2008, May 4) Turkish Schools 
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Offer Pakistan a Gentler Vision of Islam, New York 

Times, [http://www.nytimes.com/2008/05/04/world/

asia/04islam.html]（2008/6/1 閲覧）

(7) 日本比較教育学会第 45 回大会（2009 年 6 月

27 日）における日下部達哉、河野明日香、久

志本裕子の発表「イスラーム教育の場と機会の

変容－ 80 ～ 90 年代、現在：マレーシア、バン

グラデシュ、ウズベキスタン」より。

(8) 例えば、女性は月経によって月に 1回礼拝（宗

教上の義務）を行わないことになるため、男性

の方が礼拝を行う回数は多くなる。従って、男

性の方が神から受け取る報酬が多くなるとい

う論理になるが、それは正しくなく、神は男女

を平等に扱う。

(9) 例えば、フェミニズム神学。

(10) 四角いスカーフを三角形に折って、顔を隠

さず被り、あごの下で安全ピンで留める（岩波

イスラーム辞典 2001, 118 頁）。

(11) ただし、近年のイランにおいて法学者の権

威は以前と比較して大きく低下しており、イ

スラーム体制を守るために進めてきた公教育

が皮肉にも法学者に対する尊敬を縮小させる

ことになっている（第 29 回中東カフェ「イ

ランの事態を受けた専門家の見方第 2 弾」

（2009/07/01）における桜井啓子の発表より）。

(12) 日下部（2007, 21-22 頁）も途上国における

「制度」の限界を指摘している。

(13) 例えば、カナダの NGO が典型的な例として

挙げられる（高柳 2001）。

(14) 例えば、ユネスコと実務レベルで連携し、

国連経済社会理事会の協議資格（カテゴリー

II）を有している他、EU、ILO、UNICEF、世界

銀行などからの支援を受けたプロジェクトを

実施している。

(15) ユネスコの推進するノンフォーマル教育と

コミュニティ開発のアプローチとして、広くア

ジアで認知され活用されている。日本の公民館

とその活動と比較されることが多い。

(16) 婚約時、花嫁が花婿側に持参金を持ってく

る慣習を意味し、これが少ないなどの理由で夫

やその家族が妻に暴力を振るう、妻を殺害する

場合もある。

(17) その他 4 つの目的は次の通りである：差別

を撲滅する。調和と兄弟愛をはぐくみ、神聖な

る愛を鼓舞する。人は小さな存在であり、プラ

イドに寄って生きるものではないことを教え

る。困難に苦しむ人々に可能な限り助けの手を

差し伸べる。

(18) 独立後の大飢饉の頃から海外援助が増加し、

ドナーとの対話や欧米の影響を受けた他の NGO

との協調の必要性が出てきたこと、国際機関に

リソースを提供する過程でメンバーが多角的

視点を強めてきたこと、団体として成長する中

で個人的な奉仕の枠から団体経営に拡大して

きたことなど。

(19)「精神的向上」と訳すが、ここでの精神と

は「霊魂」に近い。アッラーへ仕える者として、

より神の教えに近づくために、宗教的敬虔さを

学び、自己を律し他を思いやる実践を通して、

より崇高な「精神／魂」に近づくということを

意味している（Khan 2006, p.88）。

(20) 彼はかつて DAM 諮問委員の一人であり、DAM

が運営する教員養成大学の学長でもあった。

(21) 和訳は井筒（1958, 271 頁）による。井筒は

「この一節の意味は古来いろいろに解されてい

て定説がない」とするが、Khan は人間の成長

を階段のように上っていくことを意図して引

用している。

(22) 主に 2008 年 5 月 10 ～ 20 日における、大橋

による聞き取り調査。

(23) ただし、服部は取り上げた先進的事例にお

いても未婚の女子生徒を現代社会から遮断し

た環境下に置く学校のパラドクスも指摘して

いる。

(24) 内発的発展論については、鶴見ら（1989; 

1994）を参照のこと。

(25) ここで留意すべきは、ノンフォーマル教育

とは、学校の外で行われる学習活動や学校に対

抗する活動ではなく、しかし構造化された学習

活動における学習者の参加の度合い、すなわち

学習者の抱える文脈に適合された活動も含ま

れている教育であるという点である。
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(26) なお、イランでは女性の方が進学率は高い

（Mir-Hosseini 1999）。これは、女性であって

もイスラーム法学を究めることで法学者にな

ることができること、あるいは国家公務員とし

て「安全に」外で仕事ができることなど、学歴

と就職の関連性が高いことによる。

(27) 例えば、女性の外出が望ましくないという

社会的規範意識が女性たち自身の中にも存在

するため、中には最初から社会参加に関心その

ものを持たない者もいる（水野 2002, 6 頁）。

(28) 女性の社会的状況を改善する取り組みへの

反発も根強い。ムスリムが約 90％を占める同

国では、財産分与について女子は男子の半分

であるとするシャリーアが適用されており、

2008 年 3 月 8 日、暫定政府が財産相続を平等

であるべきとの政策宣言をしたため、この宣

言に反発した過激派による暴動が発生した。

[http://womensphere.wordpress.com/2008/03/13/

bangladesh-retreats-on-womens-rights-after-clerics-

protest/]（2008/6/1 閲覧）
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